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寒症の撃期診断における皮疹樽をこ移寿の紅斑の賓要陵を

強調した砂さらをこ審症と類似の皮疹を墨するsu臨e融e
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を考察した,また抗リンパ球単タu-ン抗体を用いた免

疫醍職所見より審症の皮疹の成立機序iFこ細胞性免疫機序

の関奪することを推測した抄
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臨床的には脳複磯以下と思われる軽症頭部外傷をこおい
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して琴低又は等吸収域となり消失したのでき多発性脳内
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これも外傷性多発脳内血腫実例の発生機序に関む,て覚
猷的考察を加え報暫し虹
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頭部外傷をこおける関沢農の爾用性について検討した中
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以前演者転は上架挑静脈洞及び静脈洞交会をこCW上昏

脂肪の存在する例がある肇を報浩しており夢東をこそれら

た印奪回,上述の望例を剖検する機会を得ず病理学的所
廿llHl:Lり一･十.∴j左卜f_,し､rrL･.認八L亘:､わた頼略言,ll:.常

の脂肪組織の亜塊でありず擾癌性変化はなか-つた.また
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葉と出していなかったB頭蓋内脂肪は神経放射線診断挙上雪

濠驚な所鬼でありチ今河の報誓紙累は中枢神経系の画像

診断をこ寄与するところが太であると思われる弔


